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エコツーリズムの推進について 
十
二
月
三
日
（
日
）
上
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、 

 
 
 
 
 
 
 

上
甑
老
人
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
一
時
に
開
会
さ
れ
、

上
甑
支
所
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
「
地

域

振

興

と

エ

コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
ー
み
ん
な
で

つ
く
る
全
体
構
想
ー
と
題
し

た
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
講
師
は
、
三
重
県
鳥
羽

市
海
島
遊
民
く
ら
ぶ
代
表

で
、
老
舗
旅
館
の
女
将
で
も

あ
る
江
崎
貴
久
氏
。
鳥
羽
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
推
進

協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
に

至
っ
た
経
緯
な
ど
、
元
気
で

明
る
い
人
柄
で
分
か
り
や
す

く
楽
し
い
お
話
ぶ
り
で
し

た
。
そ
の
後
、
江
崎
氏
を
加

え
て
、
観
光
物
産
協
会
上
甑

島
支
店
長
の
岸
広
徳
氏
・
こ

し
き
し
ま
親
和
産
業
の
中
野

和
子
氏
が
パ
ネ
ラ
ー
に
な
り

鹿
児
島
大
学
の
星
野
一
昭
氏

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹

介
の
後
、
現
在
し
て
い

る
取
り
組
み
や
自
分
の

役
割
な
ど
を
語
り
、
会

場
か
ら
の
質
問
や
、
意

見
発
表
な
ど
も
、
活
発

に
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
観
光
客
に
対
応
す

る
場
合
の
保
険
の
掛
け

方
。
地
域
で
、
仲
間
を

増
や
す
と
き
の
人
間
関

係

の

築

き

方

な

ど
、

今
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

て
い
る
問
題
や
、
考
え

を
出
し
合
い
、
ま
た
、

観

光

と

は

な

に

か
？ 

な
ぜ
、
今
、
観
光
な
の 

 

 

十
二
月
一
日
（
金
）
午
後
二
時

か
ら
里
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
事
務
所
で
、
右
記
の
聞
き
取
り

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
地
域
形
成
を

め
ざ
し
、
地
域
の
問
題
や
課
題
の

聞
き
取
り
調
査
を
し
て
、
今
後
の

計
画
策
定
に
役
立
た
せ
る
目
的
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
暮
ら
し
に
必

要
な
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
域

で
ど
の
よ
う
に
作
り
出
せ
る
の

か
？ 

さ
ま
ざ
ま
な
整
備
、
組
織

の
民
主
化
・
再
編
成
。
新
し
い
課

題
へ
の
取
り
組
み
。
里
町
全
体
の

こ
う
あ
り
た
い
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
、
住
民
の
総
意

で
、
創
れ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す

ね 

 

か
？ 

地
域
振
興
と
ど
う
結

び
つ
く
の
か
？ 

等
、
様
々

な
角
度
か
ら
話
合
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
上
甑
地
区
コ

ミ
協
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
。 

 

自
分
が
楽
し
く
、
自
分
の

住
む
所
が
、
素
敵
に
な
っ
て

い
く
た
め
に
頑
張
る
と
い
う

江
崎
貴
久
氏
の
姿
勢
が
印
象

深
く
、
有
意
義
な
会
に
な
り

ま
し
た
。 

 

定
刻
を
や
や
オ
ー
バ
ー
す

る
中
で
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

小
さ
な
拠
点
基
礎
調
査 

 
 

 
 
 
 

ヒ
ヤ
リ
ン
グ 


